




An Empirical Study of International Expansion and Decision-
making: 






The main purpose of this paper is to examine the factors affecting the decision-making on 
foreign direct investment (FDI). We focus in this paper on Japanese manufacturing companies 
who indeed have conducted FDI. 
In this study, we assumed that the decision-making of FDI is radically based on two theoreti— 
cal perspectives, namely traditional economic perspective and the more recent new-institutional 
perspective. Traditional economic perspective is a concept for FDI behavior pursuing efi-
ciency, and new-institutional perspective is a concept for FDI behavior pursuing legitimacy. 
We extracted six factors relevant to the mechanism of the decision-making on FDI of the 
Japanese manufacturing companies. Each factor has characteristics of efficiency and legiti-
macy respectively. As a result of our analysis, we found that Japanese manufacturing 
companies are more affected from efficiency than legitimacy when making a decision on FDI. 






































Smith & Florida, 1994; Head, Ries & Swenson: 1995）。このような行動パターンは，既存の効率
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性の基準だけでは説明することが困難である。このことは，新制度論において議論される正当性
の基準を借りることで，ある程度説明できると考えられる (Chan,Makino & Isobe, 2006; 
Bockem & Tuschke, 2010;磯辺・牧野・チャン， 2010)。
新制度論では，企業は，経済性や効率性だけでなく，おかれた制度環境とのかかわりを意識し
た正当性の基準にもしたがい行動する傾向があると仮定される (DiMaggio& Powell, 1983)。効
率性と正当性という一見相反するような概念は，研究者によって表現の違いはあるものの，企業
の意思決定に影響を与えるメカニズムを説明しようとする最近の研究において， しばしば取り上
げられるようになってきた（たとえば， DiMaggio& Powell, 1983; Oliver, 1991; Deephouse, 
1999;牛丸，2000;Kennedy, 2002; Chan, Makino & Isobe, 2006; Lieberman & Asaba, 2006; Delios, 








































すなわち，企業は，国内市場での競争を排除するため (Aharoni,1966; Hymer, 1976)，保有する
経済的優位性を効率的に活用するため (Hymer.1976; Hennart, 1982)，より安価な労働力を利用
することによる生産パフォーマンスを向上させるため (Vernon,1966)，国内では入手困難な天
然資源を確保するため (Dunning,1993)，新しい市場を開拓もしくは拡張するため (Dunning,
1993)，先端技術や関連する最新情報を入手もしくは強化するため (Johanson& Mattsson, 1987; 
























































ライセンスの供与でなく直接投資を選択する (Rugman,Lecraw & Booth, 1985)。そして，市場
不完全性から生じる取引コストが大きいほど，内部化の誘因は高くなる (Buckley& Casson, 
1976)。
(4) OLIパラダイム理論





























めの FDIがある (Johanson& Mattson, 1987)。学習を目的とした進出パターンは日本企業に限
らない。実際，ヨーロッパや韓国の企業が，半導体技術を獲得するためアメリカのシリコンバレー
に進出することや (Almeida,1996; Kim, 1997)，医薬品やバイオ・テクノロジーの先端技術を吸








かつて， Abegglen& Stalk (1985)は， 日本企業は利益率よりも売上高や製品の市場シェアに
より敏感であり，競争相手企業に遅れをとることをもっとも恐れる特徴があると指摘した。日本
企業はライバル企業に遅れをとらないようライバル企業の行動に強い関心をもち，ライバル企業





同質的行動としては特定の地域に集中して進出することや (Kotabe,1993; Smith & Florida, 










































制度的同型化に関するより先駆的で具体的な例示は， DiMaggio& Powell (1983)により提示
された制度的同型化の類型である。制度的同型化は，「強制的同型化 (coerciveisomorphism)」，
「模倣的同型化 (mimeticisomorphism)」,「規範的同型化 (normativeisomorphism)」と区別さ
れる (DiMaggio& Powell, 1983)。






である (DiMaggio& Powell, 1983)。たとえば，国内で活動するほかの企業のFDI行動に影響


























































品11社 (6%），他製造業10社 (6%），繊維・衣服9社 (5%），非鉄金属と金属製品がともに8




































































I I 皿 w V VI 
学習 所有立地模倣的規範的内部化共通性
優位優位優位 同型 同型 同型
8 特許・研究情報交換 .93 .01 .04 .06 -.04 -.03 .85 
9 特許・研究情報獲得 .81 .0 -.03 -.09 .07 .05 .68 
2 本社の主力製品 .04 .98 .03 .02 -.03 -.01 .9 
1 本社のプランド・技術 -.03 .63 -.06 —.02 .06 .09 .40 
5 市場の大きさ .1 -.10 .84 .02 -.03 -.03 .67 
4 経済発展可能性 -.11 .10 .65 -.11 .06 .02 .47 
20 多くの企業の進出 .03 .03 -.22 .72 .02 -.03 .50 
19 大手企業の進出 -.08 -.12 .14 .52 .08 .08 .40 
7 同業他社の進出 -.03 .21 .20 .37 -.05 -.13 .40 
17 本社役員の教育参加 -.02 .07 .07 -.04 .68 .0 .49 
16 本社役員の業界団体参加 .06 -.04 -.04 .1 .63 -.01 .4 
15 取引関係の維持 .02 .03 .08 .1 -.07 .72 .61 
14 グループ企業・株主の要請 .01 .06 -.08 -.10 .05 .50 .68 
因子寄与率 53.58 
因子間相関 I I 圃 w V VI 
I .01 .07 -.17 .08 -.08 
I .29 .09 .09 .10 
lI .16 .18 .17 
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